


能登半島地震１周年シンポジウム

「活断層・地震と共生する未来に向けて」

　日本活断層学会では、地震調査研究の最新の成果等について理解を深めていただ
くとともに、その成果等を具体的な防災対策に有機的に結びつけることを目的とし
て、「活断層・地震と共生する未来に向けて」をテーマに下記により、シンポジウム
を開催いたします。

記

１．開催日時 平成２０年５月１８日（日）　１３：００－１６：３０（開場 12：15）

２．開　　場 七尾市 サンビーム日和ヶ丘（七尾市垣吉町 電話：0767-68-2277）

３．主　　催 日本活断層学会

４．共　　催 七尾市　七尾市教育委員会　金沢大学能登半島地震学術調査部会

５．後　　援 石川県　文部科学省　東京大学地震研究所　産業技術総合研究所
　　　　　　　　　国土地理院　名古屋大学災害対策室  石川県地質調査業協会
                　日本地震学会　日本第四紀学会  日本地理学会  土木学会
                　日本応用地質学会　日本地質学会　（一部予定も含む）　

６．対　　象 どなたでも参加できます

７．参加人数 ３００名（先着順）

８．参 加 費 無料

９．プログラム（講演題目は，当日変更になる場合もあります）

　12:15  開場

　13:00-13:10 開催挨拶 七尾市長 　　　　　　　　　　　　　　武元　文平

　13:10-13:40 講演１ 能登半島地震の諸特性

     東京大学地震研究所　　准教授　　　　　　篠原　雅尚

　13:40-14:10 講演２ 能登半島地震で現れた地表変動と地すべり

     前　国土地理院　地理地殻活動総括研究官　宇根　寛

　14:10-14:40 講演３ 能登半島地震の被害と教訓

     金沢大学大学院自然科学研究科 教授 　　北浦　勝

　14:40-14:50 休　憩

　14:50-15:20 講演４ 能登半島地震の検証

     　　　　　　　　　　　　　　　　石川県危機管理監室

　15:20-15:50 講演５ 邑知潟断層帯の活断層調査と地震の将来予測

     産業技術総合研究所　活断層研究センター

        　　センター長 　　杉山　雄一

　15:50-16:10 講演６ 活断層と共生する市民活動

     三浦半島活断層調査会　 　　　会長 　　栗原　利久

         　　　顧問 　　蟹江　康光

　16:10-16:20 質疑・応答

　16:20-16:30 総括・挨拶 日本活断層学会会長　　立命館大学　　　　岡田　篤正

10．参加方法

　　申し込みは不要ですので、当日会場までお越しください。

　

内容についての問い合わせ先：

　日本活断層学会　事務局（名古屋大学大学院環境学研究科気付　電話 : 052-747-6448）　




